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１ 研究目的 
・回路図を製作し根本的な仕組みから理解する。 

・PCB 基板の設計の仕方を学ぶ。 

・ファームウェアを書き、実際に動作＆実用できるようにする。 

 

 

２ 使用ソフト・サイト 
・keyboard-layout-editor 

・KiCad 

・Freerouting 

・JLCPCB 

・QMK MSYS 

・Visual Studio Code 

 

 

３ 製作手順 
・keyboard-layout-editor を使用しレイアウトを決める。 

 
出来上がった配列。 

 

65％キーボードを参考に、矢印キーを内側に組み込み、半角全角キーはそのまま 

にした。 

 



・KiCad を使い回路図を作成 

 

 

部品定義を設定。 

キーマトリクス方式で配線する。ダイオードも使い複数同時押しにも

対応。 

 

・KiCad を使い PCB 基板を設計 

部品や配線の定義をしっかりと行ったあとにPlateCaseBuilderを使用

しトッププレートを作成。それに合わせてフットプリントを配置。 

Freerouting を使用し配線データを作成。細かい所を修正しデザイン定

義を行い設計データは完成。 



・発注&部品購入 

発注を行うためにガーバーデータを生成。JLCPCB というサービスを 

使いメイン基板とトッププレートを発注。 

基板製作代:$31.70 送料:9.58 合計:$41.28 （日本円で 6236 円） 

（最低発注枚数が 5 枚なので 1 枚あたり 1250 円程）※2024/9/21 

 

その他キーボードとして組み立てるために部品を購入。 

ProMicro・ダイオード・リセットスイッチ・スタビライザー・キースイ

ッチ・キーキャップ 約 1 万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・部品実装 

チップダイオードをキーの数分向きを揃えてはんだ付け。 

このダイオードにより同時にキーを複数押しても正常に動作するよう

になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



トッププレートにキースイッチをはめ込み、サイズの違うキーにはスタビライ

ザーを取り付けたあとに、キースイッチをメイン基板にはんだ付けする。 

キーキャップや部品を取り付けたらハードウェア部分は完成。 

 

 

・ファームウェア実装 

使用ファームウェアは QMK Firmware まずは QMK MSYS をダウンロードし、セッ

トアップコマンドを走らせてその後に新しいキーマップを作成するコマンドを

実行する。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

設定用.json ファイルを編集し、ProMicro のピン指定やキーの座標データ、 

他にも様々な情報を入力する。 

 

 



次にキーマップの定義を行う。 

これはこのキーをなんの入力キーにするかの設定やレイヤー・マクロの定義 

などを行うかを定義する C#のコードになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できた 2 つのファイルをコンパイルして.hex ファイルが生成されたら 

ファームウェア自体は完成となる。 

 



出来上がったファームウェアを ProMicroWebUpdater を使い、書き込む。 

 

・完成 

動作確認を行い無事動いたのでこれで完成となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 考察・反省感想 
・基板設計や実装についてしっかりと理解する事ができた。 

・時間に余裕を持って作業することができたので、特にミスもなく無事完成さ

せることができた。 

・ファームウェアなどはまだ十分改善できるので、今後もアップデートを行っ

ていきたい。 

・１年を通して１つの周辺機器としてしっかりと実用的に動作するものを作れ

てとても良かったと感じた。 


